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夜の市長室

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

９月４日（火）
18：00 ～ 20：00

千代田支所
10月２日（火） 脊振支所

※当日は来庁順で受け付けを行います
（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越しい
ただけます。

※悪天などの場合は、開催の有無をお
問い合わせください。

どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

８月の神埼市役
所開催分には、
６ 組16人 が 来
庁されました。

市長の部屋

「
神
埼
市
の
偉
人
に
思
う
こ
と
」

大
倉
邦
彦
と
下
村
湖
人
と
の
関
わ
り
に
期
待
が
!!

　

市
報
で
は
今
年
４
月
か
ら
「
神

埼
市
が
生
ん
だ
偉
人
た
ち
」
を
紹

介
し
て
お
り
、
先
月
の
８
月
号
に

は
『
大
倉
邦
彦
』
の
紹
介
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
読
ま

れ
た
方
は
、
大
倉
邦
彦
の
経
歴
、

人
物
像
な
ど
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

大
倉
邦
彦
は
、
昭
和
７
年
に
神

奈
川
県
横
浜
市
大
倉
山
に
大
倉
精

神
文
化
研
究
所
を
設
立
し
て
い
ま

す
。
こ
の
研
究
所
の
設
立
目
的
は
、

「
東
西
両
洋
の
精
神
文
化
及
び
地

域
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
に
関
す

る
科
学
的
研
究
及
び
普
及
活
動
を

行
い
、
国
民
の
知
性
及
び
道
義
の

高
揚
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
心
豊
か

な
国
民
生
活
の
実

現
に
資
し
、
も
っ

て
日
本
文
化
の
振

興
及
び
世
界
の
文

化
の
進
展
に
寄
与

す
る
」
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
現

に
、
精
神
文
化
に

関
す
る
図
書
が
多

土
と
教
育
に
よ
っ
て
、
社
会
貢
献
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
郷

里
を
離
れ
た
後
も
、
終
生
神
埼
の
地

を
大
切
に
し
て
密
接
な
関
係
を
保
ち

続
け
た
と
の
こ
と
を
教
示
さ
れ
、
こ

れ
は
調
印
す
べ
き
と
の
判
断
に
至
っ

た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
当
研
究
所
は
平
成
34
年
に

創
立
90
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
に
す
べ
く
、

神
埼
市
立
図
書
館
と
当
附
属
図
書
館

と
の
間
で
の
姉
妹
提
携
を
強
く
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
の
姉
妹
図

書
館
提
携
に
よ
っ
て
、
神
埼
市
は
大

倉
精
神
文
化
研
究
所
と
連
携
し
、
大

倉
邦
彦
の
思
想
や
事
績
の
調
査
、
研

究
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
成
果
を
市
内
は
も
と
よ
り
、横
浜
、

全
国
に
広
く
紹
介
、
P
R
す
る
こ
と

で
、
文
化
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

調
印
の
折
、高
井
理
事
長
か
ら「
大

倉
邦
彦
は
、
佐
賀
中
学
時
代
の
同
期

に
有
名
な
経
済
学
者 

高
田
保
馬
（
小

城
市
出
身
）
と
1
学
年
下
に
下
村
湖

人
が
い
ま
し
た
」
と
聞
き
、
私
は
、

驚
き
と
同
時
に
、
神
埼
町
と
千
代
田

町
と
の
間
で
、
今
後
、
新
し
く
何
か

が
創
造
で
き
る
き
っ
か
け
を
つ
か
め

る
の
で
は
と
の
思
い
が
沸
き
上
が
る

の
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
16
日
、
大
倉
精
神
文

化
研
究
所
主
催
の
「
座
談
会
」
に
市

長
参
加
の
要
請
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
に
て
出

席
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
座
談
会

は
、
大
倉
邦
彦
生
誕
地
神
埼
市
の
現

市
長
（
松
本
茂
幸
）
と
大
倉
邦
彦
が

学
長
を
務
め
た
東
洋
大
学
の
現
学
長

（
竹
村
牧
男
）
お
よ
び
大
倉
邦
彦
が

創
立
し
た
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神

文
化
研
究
所
の
現
理
事
長
（
高
井
祿

郎
）
の
三
者
が
、
大
倉
邦
彦
の
思
想

や
事
績
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
人
格
教
育
や
文

化
の
振
興
、
精
神
文
化
の
今
日
的
課

題
と
そ
の
解
決
へ
向
け
た
三
者
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
相

互
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
折
よ
く
座
談

会
が
開
か
れ
る
の
で
、
私
は
、
大
倉

邦
彦
と
下
村
湖
人
と
の
接
点
が
あ
る

の
か
、
あ
れ
ば
ど
ん
な
関
わ
り
合
い

な
の
か
を
尋
ね
、
新
し
い
情
報
を
拝

聴
で
き
れ
ば
と
気
持
ち
が
昂
る
ば
か

り
で
す
。
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で

あ
り
、
横
浜
で
の
収
穫
が
あ
れ
ば
、

皆
さ
ま
に
後
日
報
告
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。�（
平
成
30
年
８
月
15
日
記
）

　
　
神
埼
市
長

松
本
　
茂
幸

く
収
集
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
宗
教
、
哲

学
、
倫
理
お
よ
び
教
育
な
ど
に
か
か

わ
る
多
く
の
研
究
者
が
集
い
、
学
術

研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

も
、
当
研
究
所
に
は
附
属
図
書
館
が

設
置
さ
れ
、
一
般
に
無
料
公
開
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
方
々
に
親
し
み
、
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
７
月
26

日
に
、
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文

化
研
究
所 

理
事
長 
高
井
祿
郎
氏
が

来
神
（
神
埼
市
に
お
出
で
に
な
る
）

さ
れ
、「
神
埼
市
立
図
書
館
」
と
「
大

倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
」

と
の
間
で
姉
妹
図
書
館
提
携
の
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
当

研
究
所
か
ら
、
神
埼

市
が
大
倉
邦
彦
の
生

誕
地
で
あ
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
合

い
を
も
っ
て
交
流
が

で
き
れ
ば
と
の
依
頼

が
従
前
か
ら
あ
っ
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の

折
、
特
に
大
倉
邦
彦

は
生
誕
地
神
埼
の
風

《
市
長
の
部
屋
》


